
 

 

 

 

（１）道徳教育の四つの視点の明確化 

道徳教育の四つの視点を「四つの心」と名付け、「Ａ 主として自分自身に関すること」を

「自分」、「Ｂ 主として人との関わりに関すること」を「まわりの人」、「Ｃ 主として集団や

社会との関わりに関すること」を「みんな」、「Ｄ 主として生命や自然、崇高なものとの関わ

りに関すること」を「命・自然」と表現し、日本文教出版教科書のアイコンに言葉をつけ、表

示した。板書やワークシート、掲示物などで使用している。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年度当初の道徳科オリエンテーションの実施 

年度当初の授業では、全クラスで道徳科のオリエンテーションを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内研究の実際 「道徳科の授業の充実」  

（※上記のマークは、実際に使用しているものとは異なる） 

主な内容 ・これまでの道徳授業の振り返り 

     ・道徳科の意義について 

     ・「四つの心」や内容項目の確認 

     ・友達との交流のしかた  

     など 

【交流テーマ】（例） 

２年：好きな動物は何？ その理由は？ 

３年：「桃太郎」 あと１匹連れていくなら？ 

４年：夏休みに行くとしたら、海？山？ 

５年：「大きなかぶ」 一番がんばったのは誰？ 

６年：無人島に一つだけ持っていくとしたら何？ 



（３）授業づくりの工夫 

  授業の流れを全校で統一し、それに沿って指導計画を立てる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発問を考える際は、二人一組になり、指導者役と児童役になって実際にやりとりをしてみる。 

やりとりをすることで適切でない発問がわかり、修正しながらより効果的な発問を考えられる。 

また、先に授業をした学級の指導者は、授業の改善点を後から授業をする学級の授業者に伝 

える。そうすることで、発問やワークシートを改善することができ、より充実した授業づくり

につなげることができる。 

 

 

   学期末には、指導者の道徳授業の振り返りを行い、課題や今後の取組について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必ず、交流活動（友達タ

イム・みんなでタイム）

を入れる。 

自己との関わりで考えたり、

自己の生き方を見つめたりす

る時間を入れる。 

〇 授業の教材は、学年でそろえたか。 

〇 授業の流れ・発問などについて、学年で 

話し合いができたか。 

〇先に授業をしたクラスは、次のクラスへ 

アドバイスができたか。 

〇「四つの心」を使ったか。（黒板・ワーク

シート） 

〇授業に、交流活動（友達タイム・みんなで 

タイム）を入れたか。 

〇週末に「家族でタイム」ができるように、

カードを配ったり、保護者に呼びかけたり

できたか。 

〇作成した教材は、共有できるように保存し

ているか。（新しい教科書に合わせて作り変

えたか。） 

〇クラス掲示板に、授業で学習した教材カー

ドを掲示したか。 

〇「グループで共通して行う取組」を行うこ

とができたか。 



（４）自分の考えを明確化させるための工夫 

思いを伝え合う活動を充実させるためには、まず、児童に自分の考えをしっかりもたせるこ 

  とが重要である。そこで、静かにじっくりと自分で考える時間「一人でタイム」を設定した。 

 

書くことに慣れていない一年生や考えることが苦手な児童のワークシートには、書き出しの

言葉を指定することで、考えをまとめやすくした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考えを表現するための手立てとして、お面やネームプレートを使った役割演技や、心

のものさし、表情絵、ハートグラフなどを活用している。表情絵は、番号をつけることで心情

を選びやすくした。声を出さずに、指で番号を示すこともできる。ハートグラフは、学年の発

達段階に合わせて円盤型とハート型を使い分けている。 

これらの工夫を通して、自分の考えを表現することが苦手な児童も考えを表現しやすくなり、

思いを伝え合うことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【役割演技】 【心のものさし】 

【ハートグラフ】 

かけ声 
「○〇さんから、 

 うさぎさんに 

 変身！」 

 （手をたたく） 

学年に応じた形 【表情絵】 

常備 

（大）黒板様 

（小）児童用 

 

全児童がネーム

プレートを所持 

番号をつけて、

声や指で 

表しやすく 



（５）交流のさせ方の工夫 

自分の考えを広めたり深めたりさせるためには、友達との考えの交流の充実が不可欠である。 

そこで、ペア、グループ、旅行型等の形態で考えを交流する時間を「友達タイム」、学級全体 

で交流する時間を「みんなでタイム」と設定した。 

 

めざす交流の姿を低・中・高学年ごとに設定し、交流の際の約束事やめあてを児童に意識 

させるようにした。 

 

 

 

また、「友達タイム」の際に話す観点を低・中・高学年ごとに示した。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）評価方法 

① 授業記録シート 

授業での児童の発言、反応（つぶやき・うなずきなど）、 

交流の様子などを記録しておく。 

 

 

 

低学年 

・楽しんで伝え合う。 

・比べながら聞く。（にている・少し違うなど） 

・友達の考えに対して、言葉を返す。 

（・書いたことを読まなくても、自分の考えを話すことができる。） 

中学年 
・話型や定型文にとらわれすぎず、自分の言葉で返せる。 

・友達の考えをしっかり聞き、２往復以上の会話を目指す。 

高学年 
・ワークシートを読むだけではなく、自分の言葉で対話することができる。 

・自分と違う立場の意見を認め、対話をつなげることができる。 

【交流における目指す児童像】 

【低学年】 【中学年】 【高学年】 



② ワークシート 

ワークシートには必ず「今日の道徳の振り返り」欄を設け、児童に花丸・二重丸・丸・三

角で自己評価をさせる。 

児童の自己評価は、児童自身の評価だけでなく、指導者の授業評価としても見ることが

できる。花丸や二重丸が少なく三角が多い授業は改善の余地があり、今後の授業づくりの

課題となる。 

 

 

 

  

③ 学期の振り返りシート 

このシートを使い、学期末に振り返りをさせる。 

「自分の考えをもち、友達に伝えることができたか」「友達の 

   考えを聞いて、いろいろな考えを知ることができたか」「友達タ 

イムやみんなでタイムで、自分の考えを深めたり広げたりする 

ことができたか」「これまでの自分やこれからの自分のことを考 

えることができたか」等の質問や、「心に残った教材とその理由」、 

「自分がのばすことができたと思う四つの心」などの記述欄が 

ある。 

その学期の評価はもちろん、学期ごとの振り返りシートを比較 

することで、児童の成長の様子の見取りとして活用できる。 

 

（７）授業研究会の実施 

全校授業研究会を３回、グループ授業研究会を５回、計８回の授業研究会を行い、研修を

深めることができた。全校授業研究会では、佐賀県道徳スーパーティーチャーの金丸ゆか先

生を講師に招き、助言・ご指導をいただいた。  

２学期以降の研究授業の学習指導案は夏期休業中に作成することにした。夏期休業中に研

修時間を設け、グループで話し合ったり金丸先生からご指導をいただいたりすることで、２

学期以降の業務負担を減らすことができた。 

 

（８）年間カリキュラムの見直し 

年度末に、学年ごとに年間カリキュラムの見直しを行う。その際、他教科等とのつながり

で単元化できるものはないか考え、次年度でのよりよい授業づくりにつなげていく。 

 

【今日の道徳のふり返り】  ◎○△ 

・「〇〇〇」について、考えることができた。（   ） 

・自分の考えを伝えたり、友達の考えをしっかり聞いたりすることができた。（   ） 

・友達の考えを聞いて、自分の考えを広げたり深めたりすることができた。（   ） 

・これまでの自分やこれからの自分について、考えることができた。（   ） 

 

四つの心アイコン 



（９）教材・資料の共有化 

 作成した教材や資料は、道徳教材コーナーの教材袋に紙媒体として保管し、データはパソコ

ンの学年教材ごとのフォルダに保存している。 

また、異動の際には、そのデータを新任校で活用することを推奨している。そうすることで、

本校だけでなく地域の道徳教育を充実させていくことができると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）「サッキーカード」と「サッキーファイル」の活用 

「サッキーカード」は、行事や総合的な学習の時間などの際に活用する全校共通のカードで、

「サッキーファイル（キャリアパスポート）」に保管していく。 

   活動前に自分のめあてを記入し、活動後に振り返りを行う。自分の頑張りやその活動で見つ 

けた友達のよさ、自分がのばすことができたと思う四つの心などを記入する欄がある。このカ

ードを用いることで、自分の頑張りや成長を記録することができる。また、友達のよさを見つ

け紹介し合うことで、自他のよさを認め合うことにつながると考える。 

保護者からのコメント欄もあり、カードを保護者に見せることで、保護者にも児童の頑張り

や成長を知ってもらうことができる。また、保護者からのコメントが児童のやる気や自己肯定

感を高めることになる。 

校内研究の実際 

 「学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の充実」  

 

」 について 



 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「道徳アンケート」の実施 

道徳科や道徳的価値に関する児童の意識を把握し、その変容を捉えることをねらいとして、 

５月と１２月の年２回、全校児童に道徳アンケートを実施している。 

質問は、「学び方・実生活」に関する３項目と、道徳教育の内容項目に関する１９項目の 計 

  ２３項目。質問に対し、「そう思う（できている）」「だいたいそう思う（だいたいできている）」

「あまりそう思わない（あまりできていない）」「そう思わない（できていない）」の４つから選

んで回答する。 

「そう思う」「だいたいそう思う」を「肯定的意見」として、各学年・全校で集計し、それぞ

れの結果の分析を行い、改善策を考え実践している。 

 

 

（３）環境整備 

① 学級の道徳掲示板 

学習した教材のカードを四つの心に分類して掲示して 

いく。  

児童が見やすい場所に掲示することで、いつでも学習 

の振り返りができるようにしている。 

 

 

 

 

 



② 全校道徳掲示板「こころコーナー」 

全校児童が必ず通る児童玄関前に設置している。道徳科で学習した内容を紹介すること

で、他の学年の児童もその内容について興味をもったり、考えたりできることをねらいと

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ サッキーの笑顔の木 

保護者や地域の方からの桜カードや、児童が友達のよさや頑張りを見つけて書いた桜カー

ドを掲示している。桜カードを掲示することで、児童のよさや頑張りを視覚化し、自分や友

達のよさに目を向けることを促している。 

給食時の放送で、コメントをたくさん紹介することで、桜カードへの児童の関心が高まっ

ている。 

 

 

運動会 

桜カード 
児童が書いた桜カード 

まわりの人の頑張りやよさ 

３年生「なしておんつか」 

桜カード 



 

④ さくらボックス 

    昨年度までの桜カードを入れておく箱。 

    外から桜カードの量が見えるようになって 

   おり、学校全体の桜カードがたくさんになっ 

 たことがわかる。 

    児童がいつでも自由に取り出して見ること 

   ができるように、校長室前に置いている。 

     

 

 

 

 

 

 

（１）ふれあい道徳教育 

「ふれあい道徳教育」の授業参観では、必ず保護者との交流の時間を設けている。保護者

と考えを交流することで、児童の考えがより深まったり広がったりすることをねらいとして

いる。また、道徳科の授業が他者との対話を重視していることについて保護者の理解も深ま

ると考える。 

授業後には、「ふれあい道徳」の感想を保護者に記入してもらい、児童や他の保護者に紹介 

する取組も行っている。 

 

 

 

 

 

校内研究の実際 「家庭・地域との連携」  

 1年生の授業では、最後に、保護者から 

子どもへの思いを語ってもらった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）家族でタイム 

全校共通の週末の宿題として行っている取組である。 

その週に学習した道徳科の教材を家庭で児童が保護者に読んで聞かせたり、一緒に読んだ

りすることで、保護者に学習内容を把握してもらう。そして、道徳的価値について考えたこ

とを児童と保護者で交流する。保護者は児童の考えを知ることができ、児童は保護者の考え

を聞くことでより深い学びができると考える。 

「家族でタイム」には、学年ごとに色わけしたカードを用い、実

施した日付や保護者のサ 

インを記入してもらう。記入する欄を少なくすることで保護者の負

担感を減らし、継続した取組ができるようにした。自由にコメント

を記入できる欄も設けており、保護者の感想や「家族でタイム」の

様子を知ることもできる。記入されたコメントは、道徳だより等で

紹介することで、「家族でタイム」の充実を図っている。 

 

【保護者の感想】 
○ありがとうの意味を改めて考えるよい機会になったと思います。手作りの「ありがとう」メッセー

ジ、とってもうれしかったです。 

○クラスの皆さんと一緒に道徳のテーマについて考える事ができて、とても有意義でした。隣の

席の人やそのご家族さんとも話せる時間があり、楽しく学ぶことができました。クラスの子ども

達が沢山手を挙げて、堂々と発表している姿が印象的でした。 

○日々当たり前に生活していてなかなか子どもの良い所をほめてあげる機会もなく、改めて言

葉で伝えてみて、親も子どものすてきな所を再確認する一日となりました。子どもも伝えてもら

い、とてもほこらしく嬉しそうな顔を見せてくれました。 

○みんなが楽しく、安全に過ごせるために「これをした方がいい」「私は、これに気をつけたい」

など具体的に考えられる子供たちですばらしいと思いました。まだ頭ではわかっていても行動

できない時が多いので、授業のように「これをやるとみんなどうかな？」と問いかけて、自宅で

も過ごしていきたいと思います。○とても楽しい授業でした。大人でも悩む内容を、子供達が

率直に意見を交わしていて、『異なる意見を聞いたり議論したりすることは、本来はこんなに

楽しいことだったんだなあ。』と、思い出しました。どちらの意見も、「相手を思いやる優しさ」が

ある点は共通していると思いました。 

○家族のためにというテーマの授業で、子どもの考えを聞けてよかったです。いろいろとできるこ

とも増えてきて、家の手伝いをしてくれる機会も増えています。親が働いているので家族のた

めに何かしないといけないという子どもの気持ちもわかりました。親も家でできることはしない

といけないし、家族のためにしっかりと働かないといけないと感じました。 

○お話を聞いて、何ものにもかえられない、想いのこもった宝物だと子ども達が考えを深めてい

る姿におどろきました。我が子をはじめ、積極的に友達やお家の人と考えを伝え合い、認め合

い、発表し、さらに考えを深める子ども達の姿に成長を感じました。「家族でタイム」で話す時

は、親主導になっていましたが、今日参観をして、もっと子どもにまかせても良いのだな、子ど

も自身に考えたり意見を伝えたりする力がついてきているな、と感じました。心に残る参観とな

りました。ありがとうございました。 

 

○昔に比べ、スマホの普及率が上がって、１人１台の時代が当たり前になっていること、

家庭でもしっかりと話し合い、みんながルールをしっかり決め、トラブルがなく、快

適に使用できるといいなと思いました。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（３）保護者・地域の方からのコメント 

① 桜カード 

     運動会や持久走大会等の行事の際には、保護者や地域の方からも児童へのメッセージを

書いてもらう。集まったカードは校内に掲示し、一部を校内放送や道徳だよりで紹介する。

保護者や地域の方からのメッセージを読むことで、児童が自分達のよさや頑張りを再認識

し、自己肯定感を高めることをねらいとしている。 

 

② サッキーカード 

 

 

 

 



（４）ハグハグ大作戦 

    一週間、家族とハグをしようという取組である。家族と 

ハグをしてスキンシップを図ることで、家族の愛情を再認 

識させ、自己肯定感を高めさせることをねらいとしている。 

家族の誰とハグをしたか毎日用紙に記録し、振り返りを 

行う。保護者からもコメントを記入してもらう。 

全校共通の宿題にしているが、取組が難しい家庭もある 

ので、できる範囲でよいことを事前に知らせてから実施す  

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【児童の感想】 

○ハグハグ大さくせんをして、またかぞくとなかよくなったとおもいました。（１年） 

○ハグは、いろいろな人がしあわせになって、自分もしあわせになります。（２年） 

○これからもハグをしたいです。ハグをしたら、心があたたかくなりました。（３年） 

○とても心が温かくなった。元気がとても出た。ハグハグ大作戦がある時だけでなく、毎日しようと

思った。（４年） 

○これをやってから、自分が家族とゆっくりすごす時間がますます増えているので、とてもうれしかっ

たです。（５年） 

○いつもはしていないハグだけど、取り組んでみて家族のあたたかさを知ることができました。これ

からも時間があったらハグをして、体も心もあたたかくなりたいです。（６年） 

【保護者の感想】 

○赤ちゃんからだっこしているのを思いだし、大きくなったな～と涙がでます。まだ１年生ですが、

どんどん「ハグハグ」してくれない時がくるんだな～と感じながら、今、たくさんハグハグしようと

思います。(^^)（１年） 

○我が子とハグをすると、親の方もホッと安心する感じがあり、ハグは子どもだけでなく親にとっ

ても大切なコミュニケーションのひとつだと思います。これからもハグをたくさんしていこうと思

います♡（２年） 

○久しぶりに抱き上げて、体重がズッシリ重くなっているなと感じました。まだ素直にハグさせてく

れるので、とってもかわいいです。（３年） 

○年齢が上がるたびにはずかしさが出ちゃいますが、ハグハグをして笑顔にならない子はいない

気がします。家族みんなが笑顔になりますね。ニコニコ笑顔がたくさん見られて、嬉しかったよ

ー！（４年） 

○日々、本人からも求めてくれるし、私も癒しを求めてハグハグしているのが、お互い笑顔になれ

るし安心するので、目指せ２０才までハグハグ!!と思っています。大好きがあふれる毎日でした

♡（５年） 

○大きくなってハグをする事がなくなっていますが、このハグハグ大作戦の時だけは、家族全員と

ハグしてくれます。今年が最後かなと思うとさびしいですが、機会があれば子供とハグしていき

たいと思います。（６年） 



（５）地域との交流  

  地域の方の協力をもとに、学年ごとに様々な交流を行っている。地域の方と交流を行い、児

童は地域の自然や文化に触れ、様々な体験をすることができている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）道徳だよりの発行 

月１回程度の発行で、各家庭と地域の公民館に配布し、ホームページにも掲載している。 

   「四つの心」や道徳科についての説明、授業の様子、学習内容の紹介、保護者や児童の感想 

紹介、道徳アンケートの結果などを掲載することで、本校の道徳教育について情報を発信し、 

保護者や地域への道徳教育の啓発を促している。 

など 


